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法人運営事業 調査研究事業

企画 ・広報事業 部会 ・委員会事業

社会福祉協議会の目的である「地域福祉の推進」のため、事
務局により法人の運営を行う事業です。その他、実施するサー
ビスの向上に関する取り組みや関係団体との福祉のネットワー
ク作りのための連絡調整などを行います。

ホームページや広報紙で、福祉に関する情報を発信します！
①	機関誌の発行
年３回（２月・６月・10月）、「社協はこね」を発行し、福祉
の情報を発信します。

②	ホームページ
ホームページなどのSNSを活用して、福祉に関する情報を発
信します。

③	社会福祉大会の開催
福祉功労者の顕彰式典を開催し、社会福祉に尽力された方々
の功績を讃え、福祉の普及を図るため、社会福祉大会を開催
します。

ボランティア活動に関する研修会や、講座や寄託金品の配分
など、ボランティア活動の推進に関わる事業を行っているボラ
ンティアセンターの適正な運営のために、ボランティアセンター
運営委員会を開催しています。
委員会はボランティア活動をおこなっている住民の方々によ
り構成されており、箱根に必要な「ボランティア活動」「支えあ
いの活動」について意見交換も行われています。

事業概要

事業概要 事業概要

住民の皆様が満足していただけるよう質の高いサービスを提
供しながら、透明性の高い法人運営を行います。今年度は、新
たな役員のもと、職員と住民の皆さまという関係を超えて、同
じ地域で活躍する一人の人
間になれるよう、職員一同
取り組んでいきます！いつ
でもふらっと立ち寄れる事
務所です、お茶を用意して
お待ちしています

地区担当（地域の相談ステーション「もっともっと」）による
活動がさらに進展するよう、今年度は、各地区の課題や成果を
共有し、すべての職員が「箱根町
の福祉」について共に学び共に理
解し、地区担当の相談窓口として
の資質の向上、能力の育成を図る
ことが目標です！社協職員全体勉
強会「きらり会」を通じて、職員
の能力育成を図ります。

①	ホームページなどで最新の情報を発信
します！

②	「今」の情報が皆様に伝わるホームペー
ジを目指します！

③	福祉の普及が図れるよう、皆様に興味を持っていただけるよ
うな企画を立て、福祉大会を開催します！

委員会で頂いたご意見を活かし、町内に必要なボランティア
育成の方向性を考えます。
また、コロナ禍で
の新しい生活様式を
取り入れたボラン
ティア活動やセン
ターの運営方法を考
えていきます。

今年度目標

今年度目標

地域のニーズに合った福祉活動を行うために、様々な地域に
出向いたり、関係機関と連携しながら、箱根町の福祉の調査・
研究を行う事業です。

事業概要

今年度目標

今年度目標

令和５年度 事業計画を紹介します!!
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福祉総合相談事業

地域福祉推進事業 共同募金配分事業

日常生活自立支援事業

資金貸付事業

ボランティアセンター活動事業

「地域共生社会」の実現に向けて、様々な福
祉に関する相談を一括して対応できる「福祉
に関する相談のワンストップサービス」を目
指しております。
きめ細かい相談支援を心がけ、どのような相談でも「困った
ら社協」という意識を住民の皆さまに持ってもらい、解決に向
け寄り添った支援を行っていけるよう取り組んで参ります。

社会福祉協議会の事業の中核である地域福祉推進事業では、
箱根町の住民や地域に必要な事業を実施しています。
主に町内サロンへの助言、助成、情報提供、遊具の貸し出し、
地区社会福祉協議会への助
成、活動の支援等を行って
います。
住民の方々主体の福祉活
動の実現に向けて、お手伝
いをしています。

共同募金配分金を主な財源とし、①子育て世帯や児童を対象
とした事業（児童福祉事業）・②敬老祝い品の贈呈など高齢者の
方を支援する事業（高齢者福祉事業）・③障がいのある方やその
家族を支援する事業（障害者福祉事業）・④災害に罹災した世帯
の支援や生活にご負担のある世帯を支援する事業（援護事業）
を実施します。また、年末慰問金配分事業として、町内の対象
世帯へ年末慰問金を配分します。

判断能力が不十分の方を対象として、福祉サービスを利用し
たいが手続きの仕方が分からない、銀行に行きたいけど手続き
が分からず不安など、生活の困りごとを解消するため、以下の
ことをお手伝いし、安心して生活できるようサポートする事業
です。
①福祉サービス利用援助
②日常的金銭管理サービス
③書類等預かりサービス

神奈川県社会福祉協議会が実施主体となる生活福祉資金の貸
付と、本会独自の小口資金貸付制度であるたすけあい資金の貸
付を行うことにより、生活に困っている世帯の自立を支援します。

ボランティアセンターではボランティア活動をしたい人、ボ
ランティアをしてほしい人のマッチングを行ったり、ボランティ
ア育成の為の各種講座、ボランティア活動推進の為の事業や、
福祉教育、災害が起きた際速やかに対応ができるよう、災害ボ
ランティアセンターの設置運営訓練や備品の管理、職員研修等
を行っています。
その他にも、ボランティ
アグループの活動費助成・
支援や寄付金、寄付物品の
配分等も行っています。

事業概要

事業概要 事業概要

事業概要

事業概要

事業概要

引き続き重点項目として、5地域毎のアウトリーチ型の相談
窓口である「もっともっと」の活動を積極的に行い、担当制に
よる継続した「伴走型支援」を継続していきます。
とくにここ数年、困窮・児童に関する相談が増えています。
分野や制度にとらわれない複合的な支援を続けます。
今年度は、改めて「地域を知る」ことが目標です！地域行事
へ積極的に参加し、顔の見える関係づくりをより行っていきま
す！地区担当を見かけたら、ぜひお声掛けください

生活支援コーディネーターや、もっともっと（社協地区担当）
と連携し、福祉課題の把握や地域の資源とつながることで、箱根
町が様々な人に暮らしやすい地域になるよう活動していきます。

「はらぺこ救助隊」、「つながり応援
隊」、「はっぴぃとらんぽ」、「クリスマ
スコンサート」などの事業を通じて、
皆さんとの繋がりを今後も大切にしながら、事業が継続できる
ようにしていきます。また皆さんのお役に立てるような企画を
発案します。たくさんの方に知って頂き、参加して頂けるよう
にHPなどに掲載し周知します。

皆さんに事業を知って頂くために広報します！利用者の方が
安心して地域で生活を続けていけるようにするための事業とし
て適正な運営を行います。

昨年度は初めて動画配信という新しい形での福祉教育に取り
組みました。
今年度も、コロナ禍での新生活に合わせた方法で、様々な事業
が実施できるような方法を考え取り組んで行きたいと思います。

①	相談者の方が安心して相談でき
る環境づくりを心がけます。

②	相談者の相談を多面的に受ける
ことができるよう他機関と連携し支援します。また、連携で
きる関係機関を増やします。

③	最新の情報の周知が行えるようHPなどを活用し広報します。

今年度目標

今年度目標

今年度目標

今年度目標

今年度目標

今年度目標
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地域活動支援センターレインボー

居宅支援事業(ケアマネージャー)

生活支援コーディネーター

訪問介護 （ホームヘルパー）

地域活動支援センターレインボーは障がいのある方々が可愛
い動物の刺し子雑巾や手芸を手作りして販売したり、四季折々
の景色を楽しむための外出行事なども実施しています。
またレクリエーションとしてゲームや歌、簡単なお菓子作り
などの活動を通して地域の中で豊かに生活するための機会を提
供しています。

年を重ねても自宅の生活を続けられるように、介護保険サー
ビスを上手に利用しながら毎日機嫌よく過ごすためのお手伝い
をさせていただいております。

生活支援コーディネーターは別名で「地域支えあい推進委員」
とも呼ばれています。
昔は当たり前が多かったご近所同士の気に掛け合いも、世帯
構成が変化し少子化が進む中、顔の見える関係性も気薄化して
いますが、身近な所で、支え合いがある事も見えてきています。
地域資源を、上手に活用しながら、ご近所の方や友人との情報
交換ができ「困った時はお互い様」の気持ちが再び広まってい
けるように情報を収集し、地域の方々と共に笑い声が響く町づ
くりを、目指していきます。

訪問介護(ホームヘルパー)
はご利用者様が住み慣れた自
宅で安心して生活できるよう
に、自立支援を目的とし、ご
利用者様が困難な部分の身の
回りのお手伝いや不安な部分のサポートを行っています。
★主な提供サービス
◦【身体介護】	入浴、排せつ、食事などの直接ご利用者の身体に

関わる支援や自立支援に向けた見守りの支援。
◦【生活援助】	掃除、洗濯、調理、買い物代行などの生活に必要

な家事の支援。
ホームヘルパーは、介護福祉士や介護職員初任者研修などの
介護の資格を有してご利用者様の自宅に訪問し、安心して支援
を受けて頂けるように努めております。

事業概要

事業概要

事業概要

事業概要

皆さんから頂いたタオル、
布、服などを利用して新たな
手作りの製品を制作して販売
します。
また、今年度も新たな活動
を通して地域の方との交流の
場を増やしていきます。

箱根町は介護サービスが少ないですが、近隣の方々とのつな
がりも活かしつつ、自宅で過ごせるためのお手伝いができるこ
とが目標です。

高齢者の社会参加の促進
地域の特性を活かした、支え合い活動を広
げていくために、地域住民・各種団体・町役
場の強みを生かしながら、連携・協力して誰
もが安心して暮らせる箱根町を目指していきます。

慣れ親しんだ自宅、地域で安心して生活して頂けるようにお
手伝いをしていきます。
ホームヘルパーとして限りある時間内での支援になりますが、
ご利用者の心に寄り添えるように訪問した際のコミュニケーショ
ンも大切にしながら、ご利用者様一人一人が笑顔で不安なく楽
しい日々が過ごせるよう心がけていきます。

今年度目標

今年度目標

今年度目標

今年度目標
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基金運営事業

地域包括支援センター事業

通所介護 （デイサービス）

住民の皆さまや企業の皆さまからいただくご寄付や、設置型
の寄付金箱（愛の小箱）などで集まった寄付金を、民間社会福
祉事業の振興と地域福祉活動の増進を図るため社会福祉基金と
して運用を行う事業です。

箱根町地域包括支援センターは、箱根町から委託を受け、社
会福祉協議会が運営しております。地域の皆さんが安心して暮
らせるために、介護・医療・福祉等、高齢者の相談窓口になっ
ています。
どのようなことでも結構ですので、お気軽にお問い合わせく
ださい。

箱根町在住の介護認定を受けた方へ、通所介護を提供します。
体操や、入浴、レクリエーションを「一人ひとりが主役にな
れる場所」をモットーに、楽しみながら実施できるよう心がけ
ています。
定　　員：1日10名
実施時間：午前10時15分～午後3時30分
場　　所：社会福祉協議会内（旧湯本中学校）

事業概要

事業概要

事業概要

地域福祉活動の増進を図るため、引き続
き社会福祉金の運用及び積み立てを継続し
ます。

◦地域の方々とともに、地域を支える力になることを目指しま
す。
◦幅広い社会資源の中から、そ
の方らしい生き方の提案がで
きるようにします。
◦高齢者が自分らしさを発揮で
きるような支援を行います。
◦様々な職種と協力して業務を
行います。

朝、来所された時よりも、帰る時の
方が元気になっている！と言っていた
だけるよう楽しく、心地よく過ごせる
場所を目指しています。
利用者様の気持ちに寄り添い「やっ
てみたい」「食べてみたい」が叶うよう、
一人ひとりの希望を聞き、レクリエー
ションに取り入れていきたいです。

～感染症の流行後、生活困窮等の相談の増加や、新た

なつながり・支えあいの重要性がますます高まってい

ます。皆さまからの会費や寄付等、貴重な財源を有効

的に活用できるよう努めてまいりますので、お力添え

を賜りますようお願い申し上げます～

令和５年度　予算

◦収入の部� （単位：円）

科　目 予算額

会費収入 1,930,000

寄付金収入 400,000

経常経費補助金収入 28,320,000

受託金収入 983,000

貸付事業収入 240,000

事業収入 12,000

介護保険事業収入 76,864,000

障害福祉サービス等事業収入 9,665,000

受取利息配当金収入 3,000

その他の収入 10,000

その他の活動による収入 362,000

収入合計 118,789,000

◦支出の部� （単位：円）

科　目 予算額

人件費支出 96,879,000

事業費支出 4,885,000

事務費支出 15,040,000

貸付事業支出 240,000

共同募金配分金事業費 910,000

助成金支出 1,186,000

負担金支出 35,000

その他の支出 31,000

基金積立資産支出 402,000

積立資産支出 969,000

その他の活動による支出 3,905,000

予備費支出 500,000

支出合計 124,982,000

当期資金収支差額合計 ▲6,193,000

今年度目標

今年度目標

今年度目標
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箱根町社会福祉協議会では、「愛の小箱」という募金箱を町内の商店や旅館、ホテルに設置させていた
だいております。募金箱に寄せられた寄託金は、社会福祉協議会で行っている、ボランティア育成や障
がい福祉への理解促進、小・中学校での福祉教育など、箱根町の地域福祉に活用いたします。
設置にご協力いただいております皆様には、ご理解とご支援をいただき、感謝申し上げます。

〇設置先（敬称略）

箱根ドールハウス美術館

環境センター

港区保養施設大平台みなと荘

(有)丸喜屋

姫之湯

箱根強羅温泉翠光館

箱根強羅郵便局

宗教法人東方之光箱根事務所

老人福祉センターやまなみ荘

（株）エムオーエー商事箱根店

箱根宮ノ下郵便局

社会教育センター

富士屋ホテル仙石ゴルフコース

箱根カントリー倶楽部

山崎製パン（株）箱根研修所

仙石原郵便局

仙石原出張所

駿台学園箱根セミナーハウス紅雲荘

オスロ

箱根彫刻の森美術館

中華料理　香華

箱根小涌園ユネッサン

箱根出張所

箱根関所

箱根ホテル

箱根町郵便局

畑宿寄木会館

金指寄せ木工芸館

金指ウッドクラフト

浜松屋

甘酒茶屋

東急ハーヴェストクラブ箱根明神平

（株）ダイフクヴィラ箱根

箱根宮城野郵便局

さがみ信用金庫宮城野支店

宮城野出張所

電設家具健保組合保養所みやぎの

焼肉レストランみょうじん

（株）ワールドヤマダ

さくら館

宮城野温泉会館

温泉出張所

好楽荘本館

富士屋ホテル

おか本

湯本富士屋ホテル

郷土資料館

箱根湯本郵便局

さがみ信用金庫湯本支店

画廊喫茶ユトリロ

湯遊び処箱根の湯

ちく膳

あうら橘

星崎商店

竹いち

菊川商店

吉田本店

まるきや

村上二郎商店

スコット

喜之助

山そば

加満幸

みつき

ティムニー

喫茶浅野

はこね中村家

はこね

マイアミ

はこね和菓子菜の花

箱根・ルッカの森

焼肉スエヒロ

湯葉丼直吉

木のぴーHouse

日清亭

奥箱根観光株式会社くろたまご館

あやぱん

芦ノ湖テラス

太原

BooTea

大正

ラッキィズカフェ

「愛の小箱」へのご協力ありがとうございます。

令和４年度　募金合計額　320,319円　ご協力いただいた皆様、本当にありがとうございました。

箱根暁庵　株式会社　様　 30,000円

箱根町歩く会　様 5,000円

野黒　大　様 5,000円

介護タクシーこまわり　様 10,551円

瀬戸　正男　様・光子　様 衣類 30枚・靴 4足・介護用品

金指　小枝子　様 5,000円

匿名　１件 5,000円

～ご寄附の紹介～ 職員紹介
住民の皆様よりいただいたご寄附を紹介いたします。

いただいたご寄附については、ご趣旨を体しまして有効

かつ適切に使用させていただきます。ご協力に心よりお礼

申し上げます。
令和４年12月～令和５年４月

◦小川　拓哉
令和５年４月から事務局

長として働いています。だ
れもが住み慣れた地域で安
心して暮らせるまちづくりをみなさんと
一緒に考え、行動していきたいと思いま
すので、よろしくお願いします。

◦山口由喜子（事業係）
町役場の福祉課から出向

し、令和５年４月から事業
係でお仕事させていただい
ております。

地域の皆様と関わっていくなかで、地
域のことをたくさん知れたらと思ってい
ます。よろしくお願いいたします。
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社会福祉協議会から
会員（会費）募集のお願い

『誰もが安心して暮らせるまちづくり』を目標に地
域福祉を推進する民間の非営利団体です。
町の福祉における「ご不便」や「お困り事」を解

消していかれるよう、住民の皆さんと“共に考え”、
“共に取り組んでいく”機関です。

社会福祉協議会では、住民の皆さまの福祉ニーズが充足されるよう、自治会（住民）、ボ
ランティア、民生委員、行政などの機関と協力して、会員の皆さまと共に様々な事業を展
開しています。感染症の流行後、地域でのささえあい・たすけあいの福祉活動の重要性が
改めて認識され、会費を活用し様々な福祉活動が始まりました。
今年度も地域福祉の充実に邁進してまいりますので、皆さまのあたたかいご理解とご協
力をもちまして、お力添えを賜りますようお願い申し上げます。

社会福祉協議会とは

皆さまの会費はこのように活用させていただいています。（事業の一例）

災害ボランティアセンター設置
災害時のボランティア
受け入れのためのセン
ターの開設や準備等を行
います。

ボランティア育成
各種の講座や研修会

などを企画・開催して、
ボランティアを育成し
ています。

地域福祉活動の推進
サロン活動助成や、地

区社協等の活動助成、コ
ミュニティバス等住民同
士の支え合い活動など、
地域福祉活
動の推進を
図ります。

福祉活動の普及・啓発
広報誌「社協はこね」

を年3回発行し、広く地
域福祉活動を周知して
います。

ボランティア活動の支援
町内で活躍している
ボランティアの活動を
支援しています。

生活困窮者の支援
新型コロナウイルス
感染症に伴う収入減少
や福祉に関する必要な
資金などの貸し付けや
食糧の支援を
します。

社協はこね

会費の種類
一般会費：本会の趣旨目的に賛同し、目的達成のため必要な援助

１口／個人	 300円
　　　団体・施設・企業	 5,000円

賛助会費：本会の趣旨目的に賛同し、本会の事業に要する費用を賛助
１口／個人	 1,000円
　　　団体・施設・企業	 10,000円

お振込み口座

金融機関 支 店 名 口座名義 種類 口座番号

さがみ信用金庫 湯 本 支 店

社会福祉法人
箱根町
社会福祉協議会

普通

0110465

ス ル ガ 銀 行 箱 根 支 店 2043916

横 浜 銀 行 箱根湯本支店 5081372

かながわ西湘
農業協同組合 箱 根 支 店 0000116

自治会を通じて、またはダイレクトメールにより会員（会費）募集を
行っております。

社会福祉協議会の活動は、会員の皆様の協力により支えられています。
今後とも箱根町の福祉の推進のため、ご協力よろしくお願いします！

その他　◦社会福祉大会の開催　◦新規事業等に関する調査　◦法人運営　　等
　　　　　これらの事業に役立てられています。

～社協は地域の皆さまの支えで運営しています～令和４年度会員（会費）のご紹介
個人・企業・団体の皆さまに会員としてご賛同いただき、お納めいただいた会費を各種福祉活動
に活用しています。令和４年度にご加入いただいた皆さまをご紹介します。

令和５年３月31日現在

箱根地域自治会、宮城野地域自治会、湯本地域自治会、温泉地域自治会、仙石原地域自治会、堂畑造園工務所、湯本モータース、
光設備工業、はつ花、太原、箱根石油、ヒラボウ、小林博正、菊川運送、島写真館、旭電機、中野石油、ちもと、万寿屋旅館、

フィッシングショップノザキ、東京寿司、小林徳義、小林テルコ、箱根老人ホーム、村上、人力車海風屋、箱根金湯苑、富士箱根交通、箱根東亜荘、
箱根湯本観光協会、ギャラリー風知草、整体協会箱根湯本指導室

村木豊彦、勝俣ヨシエ、関昭次郎、松本理容店、古川慎一、伊藤明彦、神静建設、箱根温泉供給、箱根瓦斯石油、仙郷楼、杉山昌夫、
横浜銀行箱根湯本支店、日本クリーンサービス、早雲寺、明光苑花紋、大雄山箱根別院、小田原青年会議所、石垣照子、広和建設、

恵比寿、勝俣組、箱根清掃公社、勝俣伸、和心亭豊月、田中昭二、本迹寺、むすび家、乙女屋、JAかながわ西湘箱根支店、勝俣工務店、仙石高原開発、
大和莞店、上野工務店、星野、魚七、根布眞美子、足柄防災、三谷伸子、黒沢祥司、山、土屋俊彦、奥箱根観光、ふじ美容室、コボリ建設、
箱根ライオンズクラブ、箱根セントラル生コン、函嶺白百合学園、武蔵野、芦ノ湖テラス、箱根美掃、西電工、箱根町観光協会、石井工務店、みのり、
かっ平寿し、箱根温泉旅館ホテル協同組合、深沢電機商会、箱根神社、館野武雄、箱根リハビリテーション病院、ホテル南風荘、神奈川パークス、
小田急リゾーツ、ファンスペース、箱根ロータリークラブ、箱根建設、箱根吉田整形外科医院、箱根町宮ノ下観光協会、赤池勇、三浦組、新橋玉木屋箱根保養所、
金指小枝子、稲村浩、ホテルおかだ、橋本屋、大場佐知子、村上

一 般 会 員

賛 助 会 員

～会費ってどのようにつかわれるの？～
内　訳 一般会員 賛助会員 合　　計

個　人 3,808口 1,132,800円 72口 72,000円 3,880口 1,204,800円

企業・団体 26口 130,000円 59口 590,000円 85口 720,000円

合　計 3,834口 1,262,800円 131口 662,000円 3,965口 1,924,800円

令和４年度箱根町社会福祉協議会では、ご協力いただいた会費は、全額を地
域福祉推進に関する事業・事務費として次の事業に活用させていただきました。
（令和４年度　総額　1,924,800円）
◦広報紙発行、ホームページ運営、社会福祉大会に関する費用� 594,000円
◦ボランティア連絡協議会に関する費用� 15,000円
◦ボランティア活動に関する費用� 83,000円
◦地域福祉（サロン活動・生活支援サービス等）に関する費用� 584,800円
◦生活困窮等に関する資金貸付に関する費用� 5,000円
◦法人運営に関する事業等に関する費用� 643,000円

合計　1,924,800円
　ありがとうございました！

※順不同・敬称略
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認知症は、誰でもなる可能性がある病気です。
認知症になっても住み慣れた箱根町で生活できるよう、
認知症サポーターを増やす取り組みをしています。

【開催日】
６月30日（金）19：00～20：30　仙石原文化センター第１会議室
７月28日（金）19：00～20：30　さくら館　会議室
８月25日（金）19：00～20：30　社会福祉協議会　会議室
９月29日（金）19：00～20：30　さくら館　会議室

お問い合わせ・お申込み
箱根町地域包括支援センター
認知症地域支援推進員 : 平嶋
☎ ８５－３００２ お気軽にどうぞ！

【講座の内容】
★認知症の原因や症状の基礎知識
★認知症の方の気持ちや接し方
★認知症の方を支える活動の紹介

認知症サポーター養成講座

※お一人様から出張講座承ります！

お問い合わせ先

箱根町地域包括支援センター

認知症地域支援推進員 : 平嶋

☎ ８５－３００２ お気軽にどうぞ！
申し込み・お問い合わせ先
箱根町地域包括支援センター　☎ ８５－３００２ お気軽にどうぞ！

キャロットカフェは、美味し

いコーヒーを飲みながら、認知

症についての悩み相談、情報交換をする場です。

福祉・介護の専門職も参加しますので、認知症に

ついて興味のある方、学びたい方、誰かとおはなし

したい方、どんな方でも気軽に参加してください。

興味はあるけど使いこなせるか心配、持っていても良く分から
ない、いまさら人に聞けない…と思っている方

実際にスマホを触って解決しましょう！
スマホの基本からQR決済についてまで、楽しく分かりやすく

体験できます。　※スマートフォンは１人１台貸出しします

【開催日】６月７日(水）基本とQR決済　10：00～12：00
　　　 　６月13日（火）基本とQR決済　14：00～16：00

※上記時間内に休憩・質疑応答を含みます。

【場　所】箱根町立郷土資料館学習室

講　師：ソフトバンク株式会社　スマホアドバイザー

持ち物：筆記用具
※講座中は全員貸出し用スマホでの受講となります。
※スマホをお持ちの方は充電をしてご持参ください。

６月以降も「入門編」「基礎編」「LINE編」
など各地区でスマホ教室の開催を予定して
おりますので是非ご参加下さい。

【日　時】毎月第３金曜日／午後２時から３時30分

【場　所】箱根リラック森（二ノ平1297-370）

【参加費】１人500円（コーヒー・お菓子代）

【開催日】

６月16日（金）　７月21日（金）

８月18日（金）　９月15日（金）

キャロットカフェ
始めました！

シニアスマホ教室

基本とQR決済

介護予防に！

※共催：箱根町企画観光部企画課
　　　　デジタル推進係

認知症？
もの忘れ？

正しい知識を身に着けよう！正しい知識を身に着けよう！

参加、お待ち
しています！

定期的に開催します！

予防も大事！

サポーターの証　「オレンジリング」お渡しします！
勝手に応援隊！チーム糸へんのみなさんが製作し
てくれた箱根町オリジナルのリングです。
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デイサービスでは、創造性の向上

や手指の運動のために、毎月工作の

レクリエーションを行っています。

以前の広報誌で、自宅に眠る文房具

や布のご寄付をお願いしたところ、

たくさんの色鉛筆や端切れをいただ

きました。その品物が、工作レクで

の作品作りに大いに役立っています。

ご協力くださった皆さま、本当にあ

りがとうございました。

ご高齢者やご家族はもちろん、サ

ロンを開催している方のご見学も受

け付けています。

デイのレクリエーションに関心の

ある方は、ぜひ足をお運びください。

（見学を希望する方は、事前にご連絡

をお願いいたします。）

毎週水曜日に箱根地域の方が集まりラジオ体操を行っています。
集合時間が近づくと、参加者は、さり気なく集まり、さりげなく声

を掛け合い、世間話を始めます。老人クラブ会長さんの「始めるよ！」
の一声で、それぞれが好きな場所でラジカセから流れる音楽に合わせ
て体操が始まり「いち、に、さん、しー！」と大きな掛け声が響きます。

端切れのフエルトがコースターに、浴衣がこいのぼり飾りに変身しました！

色紙や折り紙なども、季節の作品作りに大活躍しました。

～たくさんのご寄付をありがとうございました～～たくさんのご寄付をありがとうございました～

『ラジオ体操』（箱根地区）『ラジオ体操』（箱根地区）

≪箱根地区ラジオ体操≫
日時　毎週水曜日　朝９時30分から
場所　芦川町広場（箱根279-1）
参加　誰でも可
主催　箱根長寿会（老人クラブ）
※雨天時は中止する場合があります。

外に出るきっかけづくりとして昨年10月から始めたラジオ
体操ですが、祝日には子どもたちも参加し、皆さんのふれあ
いの場となっています。
地域のみんなが一緒に
なってラジオ体操がで
きたらいいなとみなさ
んで話していました。

～参加者からの声～
●「みんなの声掛けで活動が始まった」
●「毎週楽しみにしている」
●「やり始めたら楽しい」
●「一日がはじまる感じがする」
●「散歩にちょうどよく自身の健康に
つながる」

デイサービス通信

インタビュー

ラジオ体操前の世間話の様子

集まった地域のみなさん
ラジオ体操後には有志で
グランドゴルフを行っています

ラジオ体操の様子


